
三原市自転車活用推進計画（案）に対する意見内容及び市の考え方 
 
意見提出人数 15 人 
 
1 意見内容を踏まえた「三原市自転車活用推進計画（案）概要版」及び「三原市自転車活

用推進計画（案）全体版」の修正は無し。 
2 意見内容に対する市の考え方は以下のとおり。 
※意見は原文のまま掲載 

 

1 

該当箇所 第Ⅵ章 自転車ネットワーク計画 ほか 
意見 市の考え方 

自転車を活用したくても、道路が整備

されていないため、危険なので活用でき

ません。沼田東町の国道 2 号の鋪道や自

転車道を整備してほしいです。 

ご指摘の沼田東町周辺の国道2号沿線

については、交通量が多く、自転車利用

者にとっては危険を感じやすい道路環

境であることを市としても把握してお

ります。 
本計画では、自転車通行空間の整備を

自転車の通行量が多いと想定される三

原市中心部から実施していく予定とし

ておりますので、今後整備エリアの拡大

を検討していく際に、参考とさせていた

だきます。 

2 

該当箇所 第Ⅵ章 自転車ネットワーク計画 ほか 
意見 市の考え方 

路側帯の狭いところが多く、歩道を走

りたいけど、歩行者専用になっていると

自転車は利用できません。歩道を自転車

も通れるようにして欲しいです。標識に

自転車可と入れていただけると安心で

す。 
  

自転車は軽車両で車道通行が原則で

あるため、本計画でも歩行者、自転車、

自動車それぞれが安全に通行できる空

間の整備を進めてまいります。 
ただし、歩道における自転車の通行

は、道路構造や交通状況等に応じて警察

の「普通自転車通行可」の標識により例

外的に認められておりますので、市とし

ても、自転車の通行安全性を確保するた

め必要と判断される場合には、標識の設

置に関して、警察と連携しながら検討し

てまいります。 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 
意見 市の考え方 

保育所の駐車場が混みやすいので、自

転車での送り迎えを検討しています。坂

道もあるので、電動自転車が良さそうで

すが、購入するには値段が高く、数年で

使わなくなることを考えると買えずに

います。市から、特に送り迎えに必要な

子育て世代向けの電動自転車のレンタ

ルをしたり、補助金を出したりして頂け

たら、駐車場問題も解決しやすいのでは

ないでしょうか？子ども達にとっても

自転車に乗る機会が増えて、安全意識を

小さい頃から持てるかもしれません。 
また、ヘルメットについて、市内の中

学生高校生に無償で配ってはどうです

か？若者はスピードが速いし、友人と話

しながら並列で自転車に乗っているの

をよく見かけ、危ないなと感じます。 

本計画は、自転車通行空間等の環境整

備を進めつつ利用促進を図る計画のた

め、特定の対象者への補助制度は位置づ

けておりませんが、いただいたご提案

は、子育て支援や自転車の安全利用にお

いて大変参考となるものです。関係部局

とも共有したうえで、今後の整備状況及

び利用状況を踏まえ、他事例等を参考に

検討を進めてまいります。 
 

 

4 

該当箇所 第Ⅵ章 自転車ネットワーク計画 ほか 
意見 市の考え方 

会社の通勤に自転車を利用すること

がありますが、自転車専用の道がなく、

危険を感じます。特に本郷に入って JA
のガソリンスタンドまでがひどいと思

います。 
  

ご指摘のとおり、通勤や通学など日常

的に自転車を利用される方々にとって、

安全に走行できる空間の整備は重要な

課題であると認識しております。 
本計画では、「自転車通行空間の整備」

を施策の一つとして掲げており、関係機

関と連携しながら段階的に整備を進め

ていく方針です。 
当面は、自転車通行空間の整備を自転

車の通行量が多いと想定される三原市

街地から実施していく予定としており

ますので、今後整備エリアの拡大を検討

していく際に、参考とさせていただきま

す。 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 
意見 市の考え方 

自転車の活用はいいことだ。街中レン

タルサイクルがあればうれしい。 
市としましても、計画の中で「まちな

かの移動容易性を確保する仕組みづく

り」として、レンタサイクルの活用推進

を施策に掲げており、観光や市民のちょ

っとした移動など、幅広い用途に対応で

きるよう検討していきます。 
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該当箇所 第Ⅵ章 自転車ネットワーク計画 ほか 
意見 市の考え方 

自転車専用レーンの充実！高校生や

大学生が通学で使う道が全く整備され

ていない！まず歩行者と自転車と車の

しっかりとした区別のできる道が必要

だと思います。 

ご指摘のとおり、通学路における自転

車専用レーンの整備は、安全・安心な移

動環境の確保という観点から非常に重

要であると認識しております。 
本計画では、基本目標Ⅳのなかで、自

転車通行空間の計画的な整備を掲げて

おり、特に通学路をはじめとする生活道

路においては、必要に応じてハード・ソ

フト両面からの対応（例：通学路安全点

検等）を行うこととしています。 
今後も、地域の実情や利用実態を踏ま

えながら、安全で快適な通学環境の整備

を段階的に進めてまいります。 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 
意見 市の考え方 

1、自転車無料貸し出し。 
2、自転車でスタンプラリー(QR コード

読み取り等) 
スタンプ貯めた方はドリンクチケット

交換やポイントと PayPay 交換等。 
3、三原市自転車コースの作成(道路だと

走りにくいため) 
4、自転車リレー大会の開催(企業ごと、

または地域ごとの対戦) 

本計画においては、施策に対する具体

的な実施案は明記しておりませんが、ご

提案いただいた内容は、今後の施策検討

において大変参考となる内容です。 
今後、他自治体の事例等も踏まえなが

ら、自転車の活用について、関係部局と

も連携し、調査・検討を進めてまいりま

す。 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 ほか 
意見 市の考え方 

観光客増加の観点になりますが、三原

には、良い坂があるので、ネーミングは、

さておき坂バカコースとか、作られては

如何でしょうか？筆影山コース、小泉か

ら竹原、幸崎から沼田東コース、恵下谷

コース等、自転車好きには良いところが

たくさんありますが、隣が尾道なのもあ

るので、誰も知らないかと思いますの

で、是非とも PR して町おこしになれば

と思います。 

ご提案いただいたように、三原市内に

は起伏に富んだ魅力的な地形が多く、サ

イクリストにとっては走行しがいのあ

るコースが多数存在しています。しかし

ながら、こうした魅力が十分に広く知ら

れていない現状については、ご指摘の通

りであり、今後のサイクルツーリズムの

推進における課題のひとつと認識して

おります。 
本計画においても、観光振興施策とし

てサイクリングイベントの開催支援や、

ルートの整備・情報発信に取り組むこと

としており、頂いたご意見は、今後の具

体的施策の検討にあたって参考とさせ

ていただきます。 
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該当箇所 － 
意見 市の考え方 

みはらし温泉が再開できるように良い

提案をいただきたく 
今回のパブリックコメント募集の主

旨とは直接関連のない意見と思われま

すが、この度の貴重なご意見について

は、その内容に関連する課へお伝えさせ

ていただきます。 

10 

該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 ほか 
意見 市の考え方 

鷺島に、自転車コース道路、開拓し、コ

ースの、途中なね、海鮮料理店や、お好

み焼き店やお土産店や、健康らんどや、

サウナや、釣りや、キャンプ⛺� 場や、

アスレチック施設や、ゲーム機や、パソ

コンの無料開放や、学習施設や、ちょっ

とした、お宅訪問や、心のふれあいの島

として、鷺島島民の良さを、活用し、全

国的に、又は海外の外人の方々の幅広い

枠組みを、試行錯誤して、解説し、目的

佐木島については、風光明媚な環境や

しまなみ海道へのアクセスの良さ、自転

車関連イベントの実績などから、本計画

のなかで自転車通行空間の整備を予定

しています。 
今後も観光振興を踏まえながら自転

車の活用について検討していきます。 



は、心、真心を、重視して、心の正しい

持ち方の学習により、全ては、皆が助け

合って生きていける手を繋ぎを、学習す

るものとする。いわゆる心の再復刻。忘

れがちな人間の真心を呼び戻す働きか

けだ。人生は、一度だ、はよ気づけ。死

んだらおしまいだよ。真心は、神にも通

ずる。以上です。あとは、自分で考えろ。

合掌□ 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 ほか 
意見 市の考え方 

まず町乗りから始めないと  
どんなところが道が悪いか分からん 
沼田川を渡る橋狭くてやれんよ 自転

車は手信号を教えんと。この前もぶつか

りそうなったし。ヘルメットは絶対教え

んとだめよ。 

本計画では、「自転車通行空間の整備」

を施策の一つとして掲げており、優先度

を関係機関と連携しながら段階的に整

備を進めていく方針です。当面は、自転

車通行空間の整備を自転車の通行量が

多いと想定される三原市中心部から実

施していく予定としておりますので、今

後整備エリアの拡大を検討していく際

に、参考とさせていただきます。 
また、自転車のルール・マナーについ

ては、計画の中でも広報啓発や安全教室

を施策として位置付けており、全世代に

向けて、自転車の安全利用を促進してい

きたいと考えております。 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 ほか 
意見 市の考え方 

竜王山ヒルクライムを再開してほしい

です。イベントをしてた時は県内外から

も多くのサイクリストが参加して、評判

良かったです。 
また再開するなら、西日本最強クライマ

ーと言われる私が大会アドバイザーと

して盛り上げます。 

本計画においても、サイクルスポーツ

振興とサイクルツーリズムの推進のな

かで自転車関連イベントの開催支援を

施策として掲げております。竜王山での

イベント再開に関するご提案について

は、大会の主催者にもお伝えしたうえ

で、市としての今後のイベント開催支援

を関係部局とも連携し、調査・検討を進

めてまいります。 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 ほか 
意見 市の考え方 

＜自転車利用促進について＞ 
まず、三原市民の健康寿命が広島県民

よりも短いということ、様々な要因があ

るかとは思いますが、自家用車が日常生

活の主な移動手段となっていることで

絶対的な運動量が下がっていることは

確実かと思います。その中で、自転車の

利用というのは健康寿命の最大化のた

めにもより促進していただきたいと思

いますし、アンケート９ページにあるよ

うに年代が上がるにつれて利用者が増

えているのは良い傾向と思います。だか

らこそ、アンケート８ページにある「そ

もそも自転車に乗れない」ことが理由で

利用しない層が乗られるように、子ども

だけでなく大人を対象として自転車教

室などがあれば利用促進が進むのでは

と考えます。 
三原市のコンパクトシティ化を進む

中、少なくとも宮浦、皆実、円一、東町、

本町、館町、港町などの中心地であれば、

自転車があればたとえ自動車を所有し

ていなくても暮らせるインフラは十分

に周辺にそろっていると思われますし、

アンケートの７ページにもあるように、

自転車を頻繁に利用する人は少なくな

いようです。一方、市役所や図書館の市

の施設をはじめ、ショッピングセンター

などでも駐輪場の規模が限られている

とともに、わかりにくい位置にあった

り、屋根がなかったりと、あまり自転車

利用者を想定していない作りになって

いるところが多いです。駅前の駐輪場も

管理者がいるわけではなく、薄暗く少し

市民の健康寿命延伸には日常的な運

動の促進が重要であり、自転車の活用は

その手段として有効と考えております。

ご提案いただいた大人向けの自転車教

室について、今後の施策検討に活かして

まいります。 
また駐輪場の状況については、ご指摘

のとおりと受け止めておりますので、本

計画の基本目標Ⅰのなかで位置づけて

いるとおり、ニーズに応じた駐輪場の管

理を検討していきます。 
最後に、三原駅からの航路アクセスや

「ゆめしま海道」への接続などの魅力が

十分に広く知られていない現状につい

ては、ご指摘の通りであり、今後のサイ

クルツーリズムの推進における課題の

ひとつと認識しております。本計画にお

いても、観光振興施策としてサイクリン

グルートの設定・情報発信や、広域的な

連携による地域振興に取り組むことと

しており、本市の観光ポテンシャルを活

かし、広域的な視点でのサイクルツーリ

ズムにも力を入れていきたいと考えて

おります。頂いたご意見は、今後の具体

的施策の検討にあたって参考とさせて

いただきます。 
 



怖い印象があり、他の都市から引っ越し

てきたものからすると「三原はあまり自

転車利用を推進していないのだな」とい

う印象を受けました。実際にアンケート

でも８ページに「駐輪場の整備」を望む

声が少なくないのはそのような状況を

反映していると思われます。 
 
＜観光について＞ 
４４ページの課題として「須波港からは

世界的に有名な「しまなみ海道サイクリ

ングロード」へと接続する利便性の高い

航路も有しています。 」とありますが、

追記しますと「しまなみ海道」には須波

港からだけではなく三原港からも頻繁

に利便性の高い航路があります。三原港

は新幹線との接続もよく、多くの観光客

の方が現地に来てから「新尾道からでは

なく三原からアクセスすればよかった」

と気づかれる方も多いです。また、三原

港からは、近年「第二のしまなみ」とし

て人気が高まっている「ゆめしま海道」

（愛媛県上島町）のルートである生名島

までも船でいくことができ、非常に利便

性が高い港となっております。一方、観

光客だけではなく、三原市民の方でも上

記の事実をご存知ない方が多い印象で

す。観光客から見ると、「三原」というよ

り「しまなみ」や「瀬戸内」という広い

エリアでとらえて訪問しているため、三

原市としても観光目的地を必ずしも市

内に限定せず、三原以外のエリアも含め

た形でサイクルツーリズムをとらえる

と、より効率的に三原の宿泊施設や飲食

店の活性化につなげていけるのではな

いでしょうか。特に「しまなみ海道」は



日本にかぎらず世界的な知名度が圧倒

的なため、三原からのアクセスの良さと

いうのは三原の持つ大きな強み、今後活

用すべき資源であると考えます。 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 ほか 
意見 市の考え方 

この度は、市民の声を聞く貴重な機会

を設けていただき、誠にありがとうござ

います。 
また、三原周辺における道路整備の必

要性をご認識いただいているとのこと、

大変心強く感じています。 
私自身、三原市在住で、サイクリング

ガイドとして主に海外の観光客と接す

る機会が多いこと、またサイクリスト向

けのゲストハウス運営を計画している

立場から、三原市の観光の現状について

日々感じることがあります。 
しまなみ海道の玄関口の一つである

ものの、三原市は、隣町の尾道市と比較

してレンタサイクルの選択肢が限られ

ているため、多くのサイクリストが尾道

市を拠点としてしまなみ海道へ向かい、

三原市は素通りされてしまう傾向にあ

ると感じています。 
現在、三原観光協会様がレンタサイク

ル事業を展開されていますが、最大一泊

二日、元の場所への返却が必須という利

用条件は、しまなみ海道を広範囲に楽し

みたいサイクリストにとっては利便性

が低いのが現状です。 
 

【具体的な提案】 
そこで、三原市のレンタサイクル事業を

より活性化させ、観光客の流れを変える

ため、シェアサイクル事業を展開してい

現在、三原からのしまなみ海道への接

続の良さなどの魅力が十分に広く知ら

れておらず、市としても広域的な観光振

興が実施できていないことはご指摘の

とおりであり、今後のサイクルツーリズ

ムの推進における課題のひとつと認識

しております。また市内のレンタサイク

ルについても、ご指摘のとおり、長距離

サイクリングを希望する観光客にとっ

ては使いにくさがあることを認識して

おります。 
ご提案いただいた「シェアサイクル事

業者との連携による乗り捨て可能なサ

イクルサービス」は、観光客の行動範囲

を広げ、筆影山や佛通寺、佐木島などの

観光資源へのアクセス向上、さらには市

内での回遊性・滞在時間の拡大に資する

有効な方策と受け止めております。 
またシェアサイクルの主流である電

動アシスト自転車は、高齢者や体力に不

安のある方にも利用の幅を広げるもの

であり、健康増進や移動支援といった日

常利用にもつながると考えられます。 
いただいたご提案については、今後の

観光振興に関する具体的施策の検討に

あたって参考とさせていただきます。 



る企業との連携を積極的に推進してい

ただくことを強く提案いたします。 
具体的には、シェアサイクル事業者 
（ 例 ： ハ ロ ー サ イ ク リ ン グ 様 

https://www.hellocycling.jp/）と連携し、 
市内各所にレンタル・返却スポットを設

置することを検討いただきたく存じま

す。 
 
【提案のメリット】 
集客力の向上: 市内店舗前にレンタルス

ポットが設置されることで、新たな顧客

層の来店が期待できます。 
市民の利便性向上: 市民にとっても、自

転車を所有せずとも近距離の移動手段

として気軽に利用できるようになりま

す。 
維持管理の負担軽減: 自転車の維持管理

やメンテナンスは、事業者が主体となっ

て行うため、市や観光協会での負担はあ

りません。 
利用の自由度向上: 乗り捨てが可能にな

ることで、サイクリストは体力や行程に

合わせて柔軟なルート設定が可能にな

ります。 
広範な利用促進: 電動アシスト自転車が

主流であるシェアサイクルを導入する

ことで、体力に自信のない方や初心者で

も気軽にサイクリングを楽しめるよう

になります。 
【期待される効果】 
三原市内の見どころ（例：筆影山、佛通

寺、佐木島）は点在しており、徒歩と公

共交通機関での移動は困難な場所もあ

るのが現状です。 
乗り捨て可能なレンタサイクルが導入



されれば、これまで素通りしていた観光

客が三原市内に滞在し、周遊する可能性

が高まります。 
飛行機や新幹線で三原に到着した観光

客が、充実したレンタサイクルサービス

を利用できることで、尾道市へ流れるこ

となく三原市に滞在する動機となり、市

内店舗への立ち寄りや宿泊の増加、ひい

ては地域経済の活性化に繋がるものと

確信しております。 
 
三原市がしまなみ海道の重要な拠点の

一つとして、より多くの観光客に選ばれ

る魅力的な都市となるよう、シェアサイ

クル事業の導入に向けた積極的なご検

討を心よりお願い申し上げます。 
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該当箇所 第Ⅴ章 実施施策 ほか 
意見 市の考え方 

①自動車を保有していない方や徒歩も

しくは自転車しか移動手段がない 10 
代、20 代の自転車利用頻度の高い方々

のアンケート回答数を増やさないと自

転車の利用者目線の適切な施策は策定

できないと考えます。自転車の利用頻度

の多い方々との意見交換会やアンケー

ト調査を再度実施して下さい。利用頻度

の多い方の意見や要望を考慮し、施策を

策定することで、利用頻度の多い方々は

勿論、利用頻度の少ない方々に対しても

自転車を使用しやすい道路環境を整え

ることが出来、自転車利用者の増加に繋

がると考えます。 
 
 
 
 

①今回のアンケートにつきましては、自

転車利用頻度の高い方だけでなく、自転

車を利用しない方の意見や自動車運転

者目線の意見も必要と考え、対象者を特

定せず広くアンケートを実施いたしま

した。また、計画策定にあたり、自転車

関係団体（自転車チームや自転車イベン

ト開催団体）へのヒアリングやワークシ

ョップへの参加等を実施しております。

それらを踏まえ、学生が多いと思われる

若年層が日常的に利用する通学路、学校

等の公共施設を連絡する経路を自転車

通行空間の優先整備路線の候補に入れ

ております。  

今後も必要に応じて意見交換の機会

を設け、実施施策について検討してまい

ります。 

 



②通学で自転車を利用している学生の

安全確保は必須です。優先整備路線の尾

道三原線については、如水館高校まで整

備計画の延長をお願いします。 
 

 

 

③PDCA サイクル廻し計画を着実に実

現するには年度毎の目標が必要です。基

本目標Ⅰ～Ⅳの年度毎の目標値を開示

お願いします。現在、目標値が設定され

ていないのであれば、年度毎の目標値を

策定し開示お願いします。 
 

④基本目標Ⅰの目標値 13.1 ㎞（令和 16 
年度）は優先道路 A～C の合計距離でし

ょうか？具体的にどの道路をどの年度

に整備していくのか、現況値 0.4 ㎞と合

わせ開示お願いします。また、目標値を

13.1km とした根拠をご説明お願いし

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②本計画では通学路の安全確保は課題

の一つであり、尾道三原線についても整

備候補路線に位置付けておりますが、ま

ずは三原市街地を優先整備し、関係機関

と連携の上、順次拡大を検討していきま

す。 

 

③年度毎の目標値は定めておりません

が、年度ごとに進捗状況を管理し、目標

達成に向けて取組を進めていきます。 

 

 

 

 

④目標値 13.1km は優先度 A～C（計画案

ｐ96）における市道部分の合計となりま

す。現況値 0.4km は三原高校校庭の南側

にある歩道内で歩行者と自転車の分離

を行っている区間を計上しております。 

また、整備時期については、同じく p96

で記載しているとおり、各路線の具体的

な整備時期及び形態は、今後、道路管理

者や交通管理者等関係者で協議の上で

の決定となります（整備形態により時期

や費用が変動するが、整備形態は関係者

協議を踏まえ、設計業務を実施しないと

把握できないため）。そのため年度ごと

の整備計画ではなく優先度での表記と

しております。 

目標値につきましては道路の幅員や

延長を基に、仮の整備形態で概算費用を

算出し、10 年間の予算見込みを勘案し決

定いたしました 

 

 

 



⑤基本目標Ⅱの指標を自転車イベント

参加者数とした理由をご教示願います。

また、その目標値を現況より増加とした

根拠をご説明お願いします。イベント参

加人数が増加すれば健康で活力のある

三原市を実現できる因果関係が理解出

来ません。イベント参加人数には他県か

らの参加者も含まれています。現況値と

は三原市民の参加者数でしょうか？基

本目標を達成するための指標、目標値の

見直しをお願いします。 
 
 
⑥基本目標Ⅲの目標値を 3 ルートとし

た理由をご教示願いします。現況の 1 ル
ートは久井のサイクリングコースを指

しているのでしょうか？計画している 3 
ルートについての情報開示をお願いし

ます。 
 

⑦基本目標Ⅳの目標値を現況値より減

少とした理由をご教示お願いします。毎

年、施策を実行しながら PDCA サイク

ルを廻し、自転車関連事故が発生した場

合、その原因を分析し対策し続けること

で 0 件にするとは可能です。自転車事故

がない安心安全に暮らすことが出来る

まちという高い目標を掲げることで、

様々なアイデアが生まれ、目標値を達成

できると考えます。 
 

⑧免許不要で歩道も走ることが出来る

電動キックボードについて言及されて

いません。電動キックボード以外にも、

今後、発売が予想されているパーソナ

ル・モビリティが複数あります。これら

⑤三原市民の健康を示す直接的な目標

としては健康寿命の延伸等が想定され

ますが、自転車との因果関係を明確にす

ることが困難であることから、具体的に

示すことが可能な関連する指標（基本目

標Ⅱの実施施策1サイクルスポーツ振興

の推進の取組①自転車関連イベントの

開催支援）を設定したものです。 

 イベント参加者数は市民に限らず広

域からの参加を含んでおります。市民限

定の指標については、今後の検討を進め

てまいります 

 

⑥現況 1ルートは、さざなみ海道サイク

リングコースを指します。残りの 2ルー

トについては未定となっております。自

転車イベントのルートや市内にあるサ

イクリングルートなどを候補として検

討していきます。 

 

⑦自転車事故はゼロを目指すべきであ

るとのご意見については、ご指摘のとお

りと考えます。しかし 10 年間の本計画

では自転車通行空間の整備が市の一部

分しか実施できない現状もあり、実効性

と現実的な達成性を考慮し、当面の目標

として、「現況より減少」としておりま

す。 

 

 

 

⑧電動キックボード等の新たなモビリ

ティについては、法制度や安全対策の整

理が進められている段階であり、三原市

において、現時点では広く普及している

ものではないため計画への直接的な位



のパーソナル・モビリティと歩行者、自

転車利用者が安全に共存出来るよう推

進計画で策定お願いします。 

置づけは行っておりません。 

今後の利用状況を踏まえ、適宜必要な

対応を検討していきます。 

 


